
（別紙様式４）

〒
（住所）

（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 62 単位 33 単位 53 単位 8 単位 0 単位 1 単位

200 人 207 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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単位時間
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単位時間

単位時間
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（Ｂ：単位数による算定）
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令和5年7月31日

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

千葉こども専門学校 平成28年3月28日 高橋　一博 千葉県千葉市中央区本千葉町8‐16

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
260-0014

043-223-6781

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 保育科 平成29(2017)年度 - 令和 1(2019)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、保育業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技能を教授することによっ
て、明日の保育業界を担う人材を養成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な資格：保育士資格（厚生労働省）・幼稚園教諭二種免許状（文部科学省）・社会福祉主事任用資格（厚生労働省）
中退率：3.4％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

82
■地元就職者数 (F) 70
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

85

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 88
■就職希望者数 (D)　　　　　： 82
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和５年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

株式会社保育園、社会福祉法人保育園、児童養護施設等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

2

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html

93
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 2

うち必修授業時数 14

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 95

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 8

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 8

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 14

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 15

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html
https://www.sanko.ac.jp/chiba-child/course/childcare/index.html


種別

②

③

ー

（年間の開催数及び開催時期）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育
課程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生か
す。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体
等と関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映す
る。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な
職業教育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程およ
びシラバスの改善素案が作成され、保育分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づき、保育分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

脇本　貴行 千葉こども専門学校　副校長

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

島田　裕二 コンパス幼保園　園長

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

①最初の保育実習までに身に着けておくべき保育技術はなにか。
→意見：挨拶、身だしなみが必要である。実習に行く前に生徒同士で授業で現場のシミュレーションを行うのはどうか。
→対応：より実践的にイメージができるように実習指導内で挨拶や身だしなみの重要性を伝えたうえで挨拶のシミュ
　レーションも取り入れていく。

②ボランティアの参加について
→意見：実習ではないので、学生達には子ども達と遊んでもらうことに集中してもらい、園からも簡単な指示しか出さない。
　 現場も人手がいれば助かるため地域のお祭り、誕生日会、餅つきなどの行事へ学校として行かせるのも
　 いいのではないか。
→対応：引き続きボランティアの参加促しを積極的に生徒に行っていく。

令和5年4月1日～
　令和6年3月31日（1年）

令和5年9月14日現在

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、11月）

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月8日　10:00～11:00
第２回　令和5年7月25日　10:00～11:00

名　前 所　　　属 任期

吉田　収 小田原短期大学　保育学科　教授
令和5年4月1日～
　令和6年3月31日（1年）



地域支援実践

保育実習Ⅰ（施設）
施設の役割と機能、養護内容と生活環境、支援計画と記
録、専門職としての保育士の役割と倫理を学び、
子どもへの理解を深める。

社会福祉法人清郷会日吉厚生園
社会福祉法人福葉会障がい者支援
施設冨里福葉園
社会福祉法人博和会児童養護施設
びっき
あしたば中野学園
君津児童相談所
児童養護施設野の花の家

保育実習Ⅰ（保育所）
保育所の役割と機能、保育内容と保育環境、保育の
計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と
職業倫理を学び、子どもへの理解を深める。

社会福祉法人南小中台福祉会南小
中台保育園
社会福祉法人観行会杉の子保育園
社会福祉法人日輪会すみれ保育園
社会福祉法人大きな家族いろは保育
園
社会福祉法人慈照会四街道保育園
千葉こども保育園

保育所の保育を実際に実践し、保育士として必要な
資質・能力・技術を習得し、保育実習Ⅰに向けての
理解を深める。

社会福祉法人市原福祉会はくちょう保
育園
社会福祉法人大きな家族いろは保育
園

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

保育者としての基本的知識及び保育内容全般等の修得を目的に５日以上の地域支援実践、２週間の保育実習Ⅰ
（保育所・施設）、保育実習ⅡまたはⅢ（保育所もしくは施設のいずれか）を委託する。
業務内容は、連携先である園・施設等と相談の上決定する。
①見学実習、観察実習
　保育所では、実習先での子ども達の生活の姿を全体的に捉え、子ども一人ひとりの成長の理解を深めると
　共に保育者の仕事を知る。施設においては、主に指導保育者の保育活動や、入所者の日常の生活状況を
　把握する。
②参加実習
　保育所では、指導保育者の補助などの形で保育活動に参加する。実際に子ども達に接する中で、更なる
　理解を深めると同時に担当保育者の仕事を知る。施設においては、指導保育者の補助などの形で養護や
　療育に参加する。
③部分実習
　１日のある部分的な活動をクラス担任に代わり実習生が責任を持って保育を行う。またその際子ども達の
　言動を予想した計画的な指導案を作成する。
④責任実習
　１日の保育全体をクラス担任に代わり実習生が責任を持って保育を行う。またその際子ども達の言動を
　予想した計画的な指導案を作成する。

専門学校にてあらかじめ設定した評価項目を元に、それぞれ連携先である園・施設等にて５段階評価を
行うと共に総合評価も５段階評価を行い、成績評価とする。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、保育業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有する指
導者が得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。保育業界の求める人材要件に沿った計画、および評価
基準・方法を設定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記



保育実習Ⅱ

保育実習Ⅰでの実践を通して学んだ技術と、理論を
基礎として、保育士として必要な資質、能力、技術を修得
することを目的とし、家庭と地域の生活実態にふれ、子育
てを支援するために必要とされる能力と、
こども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を
養い、福祉の視点を持った保育士養成を目指し保育所で
の実習を行う。

社会福祉法人八千代美香会緑が丘
はぐみの杜保育園
グレース保育園
稲毛すきっぷ保育園
鎌ヶ谷保育園
社会福祉法人千葉福祉会太陽保育
園
テンダーラビング保育園わらび
神栖市立大野原保育所
千葉こども保育園
社会福祉法人大きな家族いろは保育
園

保育実習Ⅲ
保育実習Ⅰ（施設）で学んだことを基礎として、
さらに児童福祉、社会的養護に対する理解を深める。

社会福祉法人清郷会日吉厚生園
社会福祉法人福葉会障がい者支援
施設冨里福葉園
社会福祉法人博和会児童養護施設
びっき
あしたば中野学園
君津児童相談所
児童養護施設野の花の家



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（株）アントレプレナー

令和4年8月20日 対象： 16名

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守

令和5年8月24日 対象： 45名

②指導力の修得・向上のための研修等

学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置
して、教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結
果を基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見について
はすみやかに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

・生徒を惹きつけるメソッド – 授業に集中させるノウハウを学ぶ

マジシャン式生徒を掴むための7つのトリック 連携企業等： テレビ朝日映像　株式会社

②指導力の修得・向上のための研修等

マネジメントの原理原則を体系的にに習得し、職場でのマネジメントレベルを向上させる

令和5年8月22日 対象： 13名

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

1名

マネジメント研修 連携企業等： 株式会社リクルートマネジメントソリューションズ

令和4年10月12日、13日、14日 対象：

①専攻分野における実務に関する研修等

保育者を養成する上での生徒指導、教職員のあり方とやり方を学ぶ

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の保育業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界なら
びに実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等
に係る諸規程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

人を輝かせるリーダーシップ論 連携企業等：

保育業界の今後と保育士養成校の教職員に求めること 連携企業等： 株式会社NOTCH

保育士養成校を取り巻く環境変化、これから求められる人材と学生支援について学ぶ

（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針



種別
教育に関し
知見を有する者

企業等委員

卒業生

富永 隆幸 飛鳥未来高等学校 千葉キャンパス
令和5年4月1日～
　令和6年3月31日（1年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年9月15日現在

名　前 所　　　属 任期

（３）学校関係者評価結果の活用状況
委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
①実習の指導について
→意見：実習での態度が気になる生徒がおり、園全体の信用にもかかわることであるため、保育現場を守るために
　 学校としても検討してもらいたい。
→対応：実習では最低限態度や挨拶などができるように指導を徹底する。

鶴　奈穂子 千葉こども保育園
令和5年4月1日～
　令和6年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
公表時期： 令和5年8月31日

薬園台・学びの保育園
令和5年4月1日～
　令和6年3月31日（1年）佐藤　真衣

（２）各学科等の教育 学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目
指す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性
化や学校運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性に
あった望ましい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が
促され、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につな
げること。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
公表時期： 令和5年8月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/disclosure/chiba-child/
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1 ○ 情報処理

保育士として、また社会人として必要な基
本的な文書作成や図表作成のためのパソコ
ンでの文書入力、表計算知識を習得し、実
社会において、有為な人材として活躍で
きる技能の習得を目的とする。

1
通

30 2 ○ ○ ○

2 ○ ペン字

保育士として、また社会人として必要な基
本的な文字・文章の書き方を習得し、ペン
字のスキルを総合的に学習し、実社会にお
いて、有為な人材として活躍できる技能
の習得を目的とする。

1
通

30 1 ○ ○ ○

3 ○ 日本国憲法

日本国憲法の拠って立つ理念・基本原理、
基本的人権の内容について学ぶ。特に、基
本原理相互の関係性や、一つ一つの基本的
人権が個人の尊厳性に基づくものであるこ
とについて学ぶ.統治機構については、権力
分立を中心に学ぶ。

1
通

30 2 ○ ○ ○

4 ○ 基礎学力演習

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

1
通

30 2 ○ ○ ○

5 ○
未来ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑⅠ

社会人としてあるべき人格を高め、自身お
よび他者へのリーダーシップを醸成する

1
通

30 2 ○ ○ ○

6 ○ 英語

日常的な会話を理解することができるよう
になる為、基本的な会話に必要な基礎的な
事柄を練習問題を交えて学習をする。ヒヤ
リング能力の向上を目指し、具体的場面が
設定された会話、それに伴う発音を耳から
学び、会話力の向上も目的とする。

1
通

30 2 ○ ○ ○

7 ○ 保育原理

保育の意義、保育所保育指針における保育
の基本、保育の目標と方法、保育の思想と
歴史的変遷について理解し、保育の現状と
課題について考察する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

8 ○ 教育原理

教育の意義・目的及び児童福祉等とのかか
わり、教育の思想と歴史的変遷や教育に関
する基礎的な理論、教育の制度や実践、生
涯学習社会における教育の現状と課題につ
いて理解する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程 保育科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



9 ○ 社会福祉

現代社会における社会福祉の意義と歴史的
変遷、社会福祉と児童福祉および児童の人
権や家庭支援との関連性、社会福祉の制度
や、社会福祉における相談援助や利用者の
保護にかかわる仕組み、社会福祉の動向と
課題について理解する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

10 ○ 保育者論

近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化
している。就学前教育・保育のニーズも多
様化する中、保育者に求められることは、
子どもの成長をしっかりと支え、一人一人
の子どもの成長を促すことができる「専門
性」を身につけることを学ぶ。

1
通

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 保育の心理学

保育実践にかかわる心理学の知識、こども
の発達にかかわる心理学の基礎を習得し、
子どもが人との相互的かかわりを通して発
達していくことや生涯発達の観点から発達
のプロセスや初期経験の重要性について理
解し、保育との関連を考察する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

12 ○ 子どもの保健

子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、身体発育や生理機能および運動機能
ならびに精神機能の発達と保健、子どもの
疾病とその予防法および適切な対応、子ど
もの精神保健とその課題、保育における環
境及び衛星管理並びに安全管理、施設等に
おける子どもの心身の健康及び安全の実施
体制について理解する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

13 ○
子どもの食と
栄養Ⅰ

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

1
通

30 1 ○ ○ ○

14 ○ 健康

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得
する。そして、子どもの発達を、「健康」
領域の観点から捉え、子ども理解を深めな
がら保育内容について具体的に学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○

15 ○ 人間関係

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得
する。そして、子どもの発達を、「人間関
係」領域の観点から捉え、子ども理解を深
めながら保育内容について具体的に学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 環境

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得
する。そして、子どもの発達を、「環境」
領域の観点から捉え、子ども理解を深めな
がら保育内容について具体的に学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○



17 ○ 言葉

養護と教育にかかわる保育の内容が、それ
ぞれに関連性を持ち、総合的に保育を発展
していくための知識・技術・判断力を習得
する。そして、子どもの発達を、「言葉」
領域の観点から捉え、子ども理解を深めな
がら保育内容について具体的に学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○

18 ○ 音楽表現Ⅰ

子どもの発達と音楽表現に関する知識と技
術、身近な自然やものの音や音色・人の声
や音楽等に親しむ経験と保育環境、子ども
の経験や様々な表現活動と音楽表現とを結
びつける遊びの展開について学ぶ。

1
通

60 2 ○ ○ ○

19 ○ 造形表現Ⅰ

子どもの発達と造形表現に関する知識と技
術、身近な自然やものの色や形・感触やイ
メージ等に親しむ経験と保育環境、子ども
の経験や様々な表現活動と造形表現とを結
びつける遊びの展開について学ぶ。

1
通

60 2 ○ ○ ○

20 ○ 身体表現Ⅰ

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

1
通

30 1 ○ ○ ○

21 ○ 言語表現

子どもの発達と絵本・紙芝居・人形劇・ス
トーリーテリング等に関する知識と技術、
子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と
保育架橋、子どもの経験や様々な表現活動
と児童文化財等とを結びつける遊びの展開
について学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○

22 ○ 乳児保育Ⅰ

乳児保育の理念と歴史的変遷および役割、
保育所・乳児院等における乳児保育の現状
と課題、3歳未満児の発育・発達と保育内
容、乳児保育の実際、乳児保育における保
護者や関係機関との連携について学ぶ。

1
通

30 2 ○ ○ ○

23 ○ 障害児保育

障がい児保育を支える理念や歴史的変遷、
様々な障がい、障がい児保育の実践、家庭
及び関係機関との連携、障がいのある子ど
もの保育にかかわる保健・医療・福祉・教
育等の現状と課題について理解する。

1
通

60 2 ○ ○ ○

24 ○
保育実習指導
Ⅰ(保育所)

保育実習の意義、実習の内容と課題、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録に
ついて理解する。そして、実習後の事後指
導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、新たな課題や学習目標を明確にする。

1
通

30 1 ○ ○ ○

25 ○
保育実習指導
Ⅰ（施設)

施設の役割と機能、養護内容と生活環境、
支援計画と記録、専門職としての保育士の
役割と倫理を学ぶ。そして、実習後の事後
指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、新たな課題や学習目標を明確にする。

1
通

30 1 ○ ○ ○



26 ○ 教育制度論

学校制度をはじめとする教育制度のしくみ
や社会的役割を学ぶ。また、教育制度の改
革の動向から、現代の教育における課題に
対しどう対処しようとしているのかを学
び、教育制度の問題解決的な側面を理解す
る。それにより、子どもを取り巻く社会的
制度的環境について自らの考えを深めるこ
とを目指す。

1
通

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 地域支援実践

地域社会において福祉・教育・保育の領域
に関わるボランティア活動への参加を通
し、多様な能力の育成、社会性の涵養、知
識と技術の習得などを目指す。ボランティ
ア活動への心構えを築き、活動全般の振り
返りも行う。

1
通

60 2 ○ ○ ○ ○

28 ○ 音楽表現Ⅱ

幼児教育に携わる保育者に必要な音楽能力
を習得するために、楽典の教科書を中心に
しながら、歌唱及び器楽演奏に伴う譜読力
や表現方法を学習していく。

1
通

30 1 ○ ○ ○

29 ○
こどものうた
Ⅰ

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

1
通

30 1 ○ ○ ○

30 ○
ホームルーム
Ⅰ

学校生活を送る上での諸連絡、諸伝達を行
い、クラス内での情報の共有を図る。ま
た、生活面における生徒指導など、学校生
活に関わる諸注意事項を徹底させることに
より集団生活における学校全体のモラルの
向上を目指す。

1
通

30 ― ○ ○ ○

31 ○ 実習指導

実習に比重を置き授業を進めていく。主な
内容として、1年生で行う観察実習、2年生
で行う保育実習に向けての基本知識の習
得。

1
通

60 2 ○ ○ ○

32 ○
未来デザイン
プログラムⅡ

社会人基礎力の向上を目的として、フラン
クリンコビー著書「7つの習慣」をベース
に、成功に近づく考え方や行動習慣を身に
つけさせていく。

2
前

15 1 ○ ○ ○

33 ○ 体育（講義）

運動や栄養など、健康に関わるエピソード
を通して、健康を総括的にとらえ、個人個
人が自分にあった健康処方・運動処方をデ
ザインできるようになることを目的として
行う。

2
前

15 1 ○ ○ ○

34 ○ 体育（実技）

健康維持と体力増進を目的とするが、ス
ポーツの持つ娯楽性に対する感受性を高め
ることを主眼として行い、有酸素運動、レ
クリエーションゲームなどを中心に講義を
進める。

2
通

30 1 ○ ○ ○



35 ○ 表現

乳幼児の表現活動の大切さと発達過程や造
形的な表現の特徴を理解する。「モノ」と
の関わりから「えがく」「つくる」「造形
あそび」等の領域の題材や環境構成のあり
方についての知識を製作体験を通して習得
する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

36 ○
子どもの食と
栄養Ⅱ

子どもの食と栄養Ⅰを基盤とし、子どもの
発育・発達と食生活の関連、食育の基本と
内容、家庭や児童福祉施設における食生活
の現状と課題、特別な配慮を要す
る子どもの食と栄養について理解する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

37 ○
子ども家庭福
祉

現代社会における児童家庭福祉の意義と歴
史的変遷、児童家庭福祉と保育との関連性
および児童の人権、児童家庭福祉の制度と
実施体系、児童家庭福祉の現状と課題、児
童家庭福祉の動向と展望について理解す
る。

2
通

30 2 ○ ○ ○

38 ○
子ども家庭支
援論

家庭の意義とその機能、子育て家庭を取り
巻く社会的状況、子育て家庭の支援体制、
子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の
展開と関係機関との連携について理解す
る。

2
通

30 2 ○ ○ ○

39 ○ 社会的養護Ⅰ

社会的養護における児童の権利擁護や保育
士等の倫理および責務、施設養護及び他の
社会的養護の実際、支援計画と内容、社会
的養護にかかわる専門的技術、社会的養護
の今後の課題と展望について理解する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

40 ○
子ども家庭支
援の心理学

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

2
通

30 2 ○ ○ ○

41 ○
子どもの理解
と援助

保育士には、保育所や児童福祉施設を利用
する子どもや家族だけでなく、地域で子育
てする全ての家庭を支援することが求めら
れている。そのような保育士の社会的使命
を果たすために、事例分析も交えながら相
談援助の知識、技術について学習する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

42 ○ 保育課程論

保育内容の充実と質の向上に資する保育の
計画と評価、保育課程の編成と指導計画の
作成、計画・実践・省察・評価・改善の過
程について理解する。

2
通

30 2 ○ ○ ○

43 ○ 保育内容総論

保育の基本と保育内容、保育内容の歴史的
変遷、保育内容と子ども理解とのかかわ
り、保育の基本を踏まえた保育内容の展
開、保育の多様な展開について理解する。

2
通

30 1 ○ ○ ○



44 ○ 乳児保育Ⅱ

乳児保育Ⅰを基盤とし、乳児保育の理念と
歴史的変遷および役割、保育所・乳児院等
における乳児保育の現状と課題、3歳未満児
の発育・発達と保育内容、乳児保育の実
際、乳児保育における保護者や関係機関と
の連携について学ぶ。

2
通

30 1 ○ ○ ○

45 ○
子どもの健康
と安全

ケガや病気の初期症状や、子どもが示すサ
インについて学び、初期対応ができるよう
にする。また、保護者への伝達、助言を考
察する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

46 ○ 社会的養護Ⅱ

現代社会における社会的養護の意義と歴史
的変遷、社会的養護と児童福祉の関連性お
よび児童の権利擁護、社会的養護の制度や
社会的養護における児童の人権擁護および
自立支援、社会的養護の現状と課題につい
て理解する。

2
後

30 1 ○ ○ ○

47 ○ 子育て支援

地域交流の場として、保護者への子育ての
知識の提供・親同士の交流子育て支援の量
を増やし、必要とする全ての家庭が利用で
きる支援を用意するための制度や知識理解
を図る。

2
通

30 1 ○ ○ ○

48 ○
保育実習Ⅰ
（保育所）

保育所の役割と機能、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職とし
ての保育士の役割と職業倫理を学び、子ど
もへの理解を深める。

2
通

90 2 ○ ○ ○

49 ○
保育実習Ⅰ
（施設）

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

2
通

90 2 ○ ○ ○

50 ○ 保育実践演習

保育現場の実態に対応できる「実践的指導
力」をもった保育士を養成する為に、少子
高齢化や虐待及びそれに伴う世代間連鎖な
ど現代的課題について現状分析や考察や検
討を行う。また、問題解決の為の対応や判
断方法等についての学びを深める。

2
通

60 2 ○ ○ ○

51 ○
幼児理解の理
論と方法

子どもの育ちの捉え方、保育におけるカウ
ンセリングマインド、記録の方法やカン
ファレンスの方法、周囲との連携の取り方
など、保育者の専門性の根拠となる「子ど
もを理解する視点やまなざし」を深め、よ
り確かな「理解に基づいた援助」ができる
ようになるための手がかりを学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○



52 ○ 教育相談

子どもたちの大半がストレスを感じている
といわれる現代社会では、家庭の中、友達
の輪の中、集団の中、学校の中で、自己不
全感を感じ、うまく適応できない子どもた
ちが増えている。そういった子どもたちを
支援し、自ら生きる力、より健全に成長し
ていく力を取り戻して、社会の中で生き生
きと活躍してもらうためには、どのような
かかわりが必要なのかを学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

53 ○
教育の方法と
技術

様々な保育形態を知り、保育をデザインす
る力を身に付けることを目標とし、情報リ
テラシーや教材開発の方法を身につけるこ
とをテーマとする。子どもたちが興味を持
ち、意欲的に取り組む中で実感を伴った理
解をするには、どのような要素が必要かを
考察する。

2
通

30 2 ○ ○ ○

54 ○ 音楽表現Ⅲ

幼児教育の音楽指導上に必要な鍵盤楽器
（ピアノ）による伴奏法と簡単な即興演奏
を身に付ける。コードネームと和音記号を
理解し、子どもの歌伴奏に必要な鍵盤和声
を習得する。

2
通

60 2 ○ ○ ○

55 ○ 音楽表現Ⅳ

楽器演奏の基本的技術を確認しながら、合
奏技能を高めることを目標とする。授業内
では、様々な合奏形態について論じるが、
実践においては保育現場における実情を考
え、主に教育用楽器（カスタネット・太鼓
など）を用いて合奏を試みる。

2
通

60 2 ○ ○ ○

56 ○ 造形表現Ⅱ

造形表現Ⅰを基に、子どもの発達と造形表
現に関する知識と技術、身近な自然やもの
の色や形・感触やイメージ等に親しむ経験
と保育環境、子どもの経験や様々な表現活
動と造形表現とを結びつける遊びの展開に
ついて学ぶ。

2
通

60 2 ○ ○ ○

57 ○ 身体表現Ⅱ

身体表現Ⅰをもとに①子どもの発育・発達
に応じた運動技能を系統的・段階的に理解
する。②子どもの発育・発達に応じた運動
遊びの展開を構築する。③運動遊びの援助
方法や安全管理（環境、遊具等）の基本に
ついて理解する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

58 ○
こどものうた
Ⅱ

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

2
通

30 1 ○ ○ ○

59 ○ 保育実習Ⅱ

保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する。ま
た、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力
を養うとともに、子育てを支援するために
必要とされる能力を養う。

2
通

90 2 ○ ○ ○ ○

60 ○ 保育実習Ⅲ
保育実習Ⅰ（施設）で学んだことを基礎と
して、さらに児童福祉、社会的養護に対す
る理解を深める。

2
通

90 2 ○ ○ ○ ○



61 ○
保育実習指導
Ⅱ

保育実習Ⅰ（保育所）での学びをもとに、
さらなる理解と技術の向上を目指し、準備
や心構えについてを学ぶ。

2
通

30 1 ○ ○ ○

62 ○
保育実習指導
Ⅲ

保育実習Ⅰ（保育所）での学びをもとに、
さらなる理解と技術の向上を目指し、準備
や心構えについてを学ぶ。

2
通

30 1 ○ ○ ○

63 ○
ホームルーム
Ⅱ

学校生活を送る上での諸連絡、諸伝達を行
い、クラス内での情報の共有を図る。ま
た、生活面における生徒指導など、学校生
活に関わる諸注意事項を徹底させることに
より集団生活における学校全体のモラルの
向上を目指す。

2
通

30 ― ○ ○ ○

64 ○ 就職指導
履歴書指導や面接指導等、内定を得るため
の就職試験対策を行う。また、社会で活躍
できる人材となるための心構えを学ぶ。

2
通

30 ― ○ ○ ○

64

期

週

合計 科目 95 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により
    行う場合については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を
認められた者に、卒業の認定を行う。

履修方法：

原則として教育課程に定められている順序で履修する。

※下記4科目は、必履修科目となる。
「地域支援実践」・「保育実習Ⅰ（施設）」・
「保育実習Ⅱ」・「保育実習Ⅲ」

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を
    付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


